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第６章 歴史的風致維持向上施設の整備又は管理等に関する事項 

１ 歴史的風致維持向上施設の整備又は管理等についての方針 

本計画における歴史的風致維持向上施設とは、川越市固有の歴史的風致を維

持及び向上するために必要な施設や活動の場を指し、歴史的風致維持向上施設

の整備と適切な管理を行うことにより、歴史的風致の維持向上を図る。 

第１期計画では、民間所有の歴史的建造物である伝統的建造物や景観重要建

造物、歴史的風致形成建造物等の保存に係る整備に対する助成や、市所有の市指

定有形文化財の耐震化や保存整備事業の実施により、歴史的風致の維持向上を

図った。その中で、整備が完了した旧山崎家別邸が国の重要文化財に指定された。 

また、歴史的地区環境整備街路事業により、電線類地中化及び道路美装化を実

施し、歴史的町並みや拠点を繋げることで、回遊性や町並み景観の向上、観光客

数の増加が図られた。 

さらに、歴史的風致の維持向上に資する調査事業として、歴史的建造物再生・

利活用マネジメントサイクル構築調査を行い、所有者、民間事業者及び行政の連

携のもと、未活用の歴史的建造物の健全な保全を図ったうえで流通の促進及び

利活用を進め、さらに包括的な施設の管理・運営を行い、事業の経済活動の中か

ら資金を確保する仕組みの構築に向けた調査・研究を行った。 

本計画においては、所有者の高齢化や世代交代等により、維持管理が困難とな

る歴史的建造物の保存整備に対する助成を引き続き行い、さらに再生・利活用の

マネジメントサイクルを構築し、歴史的建造物を適切に保存し後世に継承する

とともに、利活用と流通を促進することによって歴史的風致の維持向上を図る。 

また、第１期計画期間に完了しなかった文化財の保存整備及び周辺環境の整

備を行う。 

歴史的風致維持向上施設の整備にあたっては、川越市の文化財と調和した都

市景観の形成に努め、民俗文化財や市民の様々な活動の場としてふさわしいも

のとなるよう、関係機関と連携して実施し、整備が完了した歴史的風致維持向上

施設については、積極的な公開・活用を行い、歴史的風致の維持向上を図るもの

とする。 

維持管理にあたっては、市民と行政との適切な役割分担のもとで行われ、歴史

的風致の維持向上に努めることとする。 

上記方針に基づき、計画期間内に実施する事業は次のとおりである。 
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⑴ 歴史的建造物の保存・活用に関する事業 

・保存修理に関する事業 

①景観重要建造物等保存整備事業（修理費等の補助） 

②伝統的建造物群保存地区保存整備事業 

③歴史的風致形成建造物の保存修理事業（修理費等の補助） 

 

・活用に関する事業 

ア 川越市が所有する歴史的建造物 

④旧川越織物市場整備事業 

⑤川越市蔵造り資料館耐震化事業 

⑥初雁公園整備事業 

イ 民間が所有する歴史的建造物 

⑦歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクル構築事業 

 

⑵ 伝統行事における人々の活動の継承に関する事業 

⑧川越氷川祭の山車行事保存会、伝統民俗行事保存会等への補助事業 

 

⑶ 周辺環境の整備に関する事業 

⑨歴史的地区環境整備街路事業（立門前線） 

⑩歴史的地区環境整備街路事業（同心町通り線） 

⑪歴史的地区環境整備街路事業（連雀町新富町通線） 

⑫歴史的風致維持向上地区修景補助事業 

⑬伝統的建造物群保存地区内の景観補助事業 

 

⑷ 歴史的風致の維持向上に資する活動への支援事業 

⑭伝統的建造物群保存地区保存活動事業への補助事業 

⑮まちづくり支援事業 
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事業位置図 

 
  

 

⑩歴史的地区環境整備街路事業 

（同心町通り線） 

⑨歴史的地区環境整備街路事業 

（立門前線） 

⑤川越市蔵造り資料館耐震化事業 
⑥初雁公園整備事業 

【伝統的建造物群保存地区】 

②伝統的建造物群保存地区保存整備事業 

⑬伝統的建造物群保存地区内の景観補助事業 

⑭伝統的建造物群保存地区保存活動事業への補助事業 

【重点区域全域】 

①景観重要建造物等保存整備事業（修理費等の補助） 

③歴史的風致形成建造物の保存修理事業（修理費等の補助） 

⑦歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクル構築 

⑧川越氷川祭の山車行事保存会、伝統民俗行事保存会等への

補助事業 

⑪歴史的地区環境整備街路事業 

（連雀町新富町通線） 

④旧川越織物市場整備事業 

【都市景観形成地域】 

⑫歴史的風致維持向上地区修景補助事業 

⑮まちづくり支援事業 
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２ 歴史的風致の維持向上に資する事業 

※事業の終期については第２期計画の期間内としている。 

⑴歴史的建造物の保存・活用に関する事業 

・保存修理に関する事業 

事 業 名 ①景観重要建造物等保存整備事業（修理費等の補助） 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）（平成 27年度～令

和６年度） 

市単独事業 

事 業 期 間 平成 27 年度～令和 12年度 

事 業 位 置 

重点区域全域  

事 業 概 要 

景観重要建造物等の保存整備において、主要構造部と外観に係る修

理費用等に対する補助を実施する。  

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

重点区域内に点在し、川越の歴史的町並みを構成する重要な要素で

ある景観重要建造物等の、主要構造部と外観に係る修理費用等の一部

を所有者に対し補助することにより、歴史的建造物の保全が進むこと

で、「川越まつりにみる歴史的風致」「物資の集散と商業都市川越にみ

る歴史的風致」「寺社門前の賑わいにみる歴史的風致」の維持向上に寄

与する。 

  

景観重要建造物「小島家住宅」 整備前後写真 



230 

 

事 業 名 ②伝統的建造物群保存地区保存整備事業 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 

国宝重要文化財等保存・活用事業費（重要伝統的建造物群保存地区保

存事業費国庫補助）（平成 23 年度～令和 12 年度） 

事 業 期 間 平成 23 年度～令和 12年度 

事 業 位 置 

川越市川越伝統的建造物群保存地区 

事 業 概 要 

 修理事業として、伝統的建造物の外観の復原、現状維持及びそれに

必要な構造補強等に要する経費に対して、国庫補助を活用し、補助事

業を実施している。なお、伝統的建造物として、136 件（令和３年３月

現在）が特定されている。 

 また、伝統的建造物以外の建築物等に対しては、伝統様式に準じた

外観の整備に要する経費を、修景事業として国庫補助を活用し、補助

事業を実施している。 

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

 伝統的建造物群保存地区を構成する伝統的建造物の修理や伝統的建

造物の様式に準じた外観修景を行うことで、川越まつりの舞台及び物

資の集散地として、町並みの保存整備をすることにより、「川越まつり

にみる歴史的風致」「物資の集散と商業都市川越にみる歴史的風致」の

維持向上に寄与する。 

  

補助対象経費及び補助率 
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事 業 名 ③歴史的風致形成建造物の保存修理事業（修理費等の補助） 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）（平成 24 年度～

平成 26 年度） 

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）（平成 27年度～令

和６年度） 

市単独事業 

事 業 期 間 平成 24 年度～令和 12年度 

事 業 位 置 

重点区域全域  

事 業 概 要 

重点区域においては、国指定文化財だけでなく、多くの国の登録有

形文化財・県指定文化財・市指定文化財が点在しており、歴史的風致の

形成に大きく貢献している。それらの貴重な文化財を保護していくた

めには、重点区域内の文化財を歴史的風致形成建造物に指定し、文化

財の状況に応じて保存のための適切な修理等を行う必要がある。この

ため、これらの建造物の保存修理事業を実施し、修理等に係る費用の

一部を助成する。 

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

重点区域内の国の登録有形文化財・県指定文化財・市指定文化財の

保存修理を適切に実施することで、「川越まつりにみる歴史的風致」

「物資の集散と商業都市川越にみる歴史的風致」「寺社門前の賑わい

にみる歴史的風致」の維持向上に寄与する。 
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・活用に関する事業 

事 業 名 ④旧川越織物市場整備事業 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）（平成 25 年度～

平成 26 年度） 

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）（平成 27年度～令

和５年度） 

事 業 期 間 平成 25 年度～令和５年度 

事 業 位 置 

 

事 業 概 要 

 歴史的風致形成建造物に指定予定の市所有の旧川越織物市場（市指

定有形文化財）及び同敷地内にある旧栄養食配給所（市指定有形文化

財）について、文化財としての復原を行うとともに、建物を生かすた

め、若手のクリエイターが創業支援を受けながら一定期間制作活動を

行う文化創造インキュベーション施設として活用するための整備等を

行う。 

  

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

 物資の集散地川越の繁栄を伝える建物であり、全国的にも、織物市

場と栄養食配給所の形態をそのままの形状で残す歴史上たいへん貴重

な建築物である。物資の集散地ならではの交流拠点となるよう、復原

を前提に整備し、活用することによって「物資の集散と商業都市川越

にみる歴史的風致」の維持向上に寄与する。 

  

旧川越織物市場と旧栄養食配給所 整備イメージ 
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事 業 名 ⑤川越市蔵造り資料館耐震化事業 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 
市単独事業 

事 業 期 間 平成 25 年度～令和９年度 

事 業 位 置 

 

事 業 概 要 

川越市蔵造り資料館（市指定文化財旧小山家住宅）は、もと煙草問

屋の建物であり、昭和 48 年以降市所有の公開施設とされてきたが、店

蔵をはじめ文庫蔵・煙草蔵の損傷が著しい。特に店蔵は柱等の腐朽が

著しく、大壁の耐力によって建っている状

態と推測される。また、煙草蔵については不

同沈下が進行している。解体の程度や修理

方法などの検討を行い、短冊敷地における

計画的な修理が必要とされるため、事前調

査を実施し、保存修理及び耐震化工事を行

う。 

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

伝統的建造物群保存地区のほぼ中央に位置し、当時の商家の敷地全

体を公開する施設として、また、往時の商家の様子を疑似体験できる

場として重要である。明治 26 年の川越大火直後に建てられた蔵造り町

家であり、添屋を伴う特徴的な外観や装飾性の少ない質実剛健な外観

は、他の蔵造りとはやや趣を異にし、蔵造り建物の変遷やバリエーシ

ョンを表すものとして貴重な建物である。 

この施設を一体的に整備することで、物資の集散地として発展した

蔵造りの町並みに関する情報拠点として、また、町並み保存への理解

を求める場として「川越まつりにみる歴史的風致」及び「物資の集散と

商業都市川越にみる歴史的風致」の維持向上に寄与する。 

  

川越市蔵造り資料館 店蔵 
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事 業 名 ⑥初雁公園整備事業 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 

社会資本整備総合交付金（都市公園）（令和３年度～令和６年度） 

市単独事業 

事 業 期 間 令和２年度～令和 12 年度 

事 業 位 置 

 

事 業 概 要 

 県指定史跡川越城跡にある初雁公園（4.5ha）については、川越城の

面影を残す本丸御殿や土塁などの遺構が存在し、これらを将来に引き

継いでいくため保存活用が必要である。このことから「歴史が人を結

ぶ公園」をテーマとし、現在の運動公園から歴史公園として再整備を

行う。整備においては、段階的な整備を行うこととし、当初は県指定文

化財の川越城本丸御殿の風格を高めるため周辺に広場を設け、本丸御

殿前の構えや北門等の復元を検討していく。 

 また、併せて、川越城址全体の約 33ha に

ついて、整備する初雁公園を中心とし貴重

な遺構である富士見櫓跡や中ノ門堀跡など

の「面」と標柱などの「点」を道路の「線」

でつなぐことにより連携を図り、川越城の

総構の認識、城下町とのつながりも強化す

るため、見学環境の整備を検討していく。 

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

 川越城は、川越藩 17万石のシンボルとして君臨し、川越は城下町と

して発展してきた。初雁公園の整備等を実施することで川越城の本質

的価値の顕在化を図る。また、歴史を体感する場等とすることにより、

川越城や川越藩の歴史を伝えるとともに、城下町との回遊性を高める

ことで、「川越まつりにみる歴史的風致」の維持向上に寄与する。 

  

初雁公園基本計画 鳥瞰図 
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事 業 名 ⑦歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクル構築 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 
市単独事業 

事 業 期 間 令和３年度～令和 12 年度 

事 業 位 置 

重点区域全域 

事 業 概 要 

歴史的建造物の所有者、民間事業者及び行政の緊密な連携のもと、

未活用の歴史的建造物の健全な保全を図ったうえで流通の促進及び利

活用を進め、さらに包括的な施設の管理・運営を行い、事業の経済活動

の中から資金を確保する仕組みの構築を行う。  

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

 複数の歴史的建造物を総合的・包括的に取扱うマネジメントサイク

ルを構築し、一連の流れを循環させ、歴史的建造物を適切に保存し後

世に継承するとともに、その利活用と流通を促進することによって、

「川越まつりにみる歴史的風致」「物資の集散と商業都市川越にみる

歴史的」「寺社門前の賑わいにみる歴史的風致」の維持向上に寄与す

る。 

  

歴史的建造物流通スキームの流れ 
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⑵伝統行事における人々の活動の継承に関する事業 

事 業 名 ⑧川越氷川祭の山車行事保存会、伝統民俗行事保存会等への補助事業 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 
市単独事業 

事 業 期 間 平成 24 年度～令和 12年度 

事 業 位 置 

氷川祭礼開催地ほか重点区域全域  

事 業 概 要 

山車修理の支援を含む、伝統継承活動を行う川越氷川祭の山車行事

保存会をはじめ、川越市の民俗行事の継承に寄与する活動に対して、

必要に応じて学識経験者等の指導・助言を得ながら、補助金を交付す

る。  

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

川越氷川祭の山車行事保存会等の民俗行事保存活動を支援し、民俗

行事の継承を推進することによって、「川越まつりにみる歴史的風致」

の維持向上に寄与する。 

  

川越氷川祭の山車行事 
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⑶周辺環境の整備に関する事業 

事 業 名 ⑨歴史的地区環境整備街路事業（立門前線） 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）（平成 24 年度～

平成 26 年度） 

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）（平成 27年度～令

和５年度） 

事 業 期 間 平成 24 年度～令和５年度 

事 業 位 置 

 

事 業 概 要 

 立門前線は、蓮馨寺門前の賑わいを伝える中心的な街路であり、伝

統的建造物群保存地区と中心商業地との中間に位置し、川越散策のネ

ットワークを構成する重要な位置にある。このため、歩行者の安全性

を考慮しつつ、回遊性を高めるとともに歩いて楽しめる界隈づくりを

図るため、道路美装化を実施する。 

  

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

 歴史的風致形成建造物に指定予定の旧川越織物市場が面する街路で

あり、地区のまちづくり規範により町並み形成を進めている大正浪漫

夢通りと交差する立門前線は、門前の繁栄を伝える歴史的建造物が現

存するが、老朽化とともに空店舗化が目立っている。街路整備の実施

により、蓮馨寺門前に残る、人々の活動の歴史を物語る歴史的建造物

と一体となった「寺社門前の賑わいにみる歴史的風致」の維持向上に

寄与する。 

  

立門前線東側 立門前線西側 
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事 業 名 ⑩歴史的地区環境整備街路事業（同心町通線） 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 
市単独事業 

事 業 期 間 令和７年度～令和 10 年度  

事 業 位 置 

 

事 業 概 要 

同心町通り線は、伝統的建造物群保存地区の東端に位置し、時の鐘

から駅方面にアクセスする裏通りであり、沿道には重要文化財の旧山

崎家別邸など、歴史的建造物を残した街路である。 

川越散策ネットワークを構成する位置にあるため、歩行者の安全性

を考慮した道路美装化を実施する。 

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

 時の鐘から駅方面にアクセスする裏通りである同心町通り線の沿道

には、重要文化財の旧山崎家別邸を始め、景観重要建造物や伝統的建

造物等の歴史的建造物が残されており、歴史的道すじを整備すること

で、文化財の周辺環境や回遊性の向上が図られることにより、「川越ま

つりにみる歴史的風致」及び「物資の集散と商業都市川越にみる歴史

的風致」の維持向上に寄与する。 

  

同心町通り線 
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事 業 名 ⑪歴史的地区環境整備街路事業（連雀町新富町通線） 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 
社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業） 

事 業 期 間 令和２年度～令和６年度 

事 業 位 置 

 

事 業 概 要 

連雀町新富町通線線は、伝統的建造物群保存地区と中心商業地との

中間に位置し、沿道には登録有形文化財の旧鏡山酒造や景観重要建造

物等の歴史的建造物を残す街路である。 

このため、歴史的な街路としての認知度を高め、景観に配慮した道

路美装化を実施する。 

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

 駅周辺から喜多院や伝統的建造物群保存地区に繋がる街路である連

雀町新富町通線には、旧鏡山酒造や景観重要建造物等の歴史的建造物

が残されており、道すじを整備することで、文化財の周辺環境や回遊

性の向上が図られることにより、「川越まつりにみる歴史的風致」及び

「物資の集散と商業都市川越にみる歴史的風致」の維持向上に寄与す

る。 

  

連雀町新富町通線 
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事 業 名 ⑫歴史的風致維持向上地区修景補助事業 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）（平成 27年度～令

和６年度） 

市単独事業 

事 業 期 間 平成 27 年度～令和 12年度 

事 業 位 置 

・川越十ヵ町地区都市景観形成地域 

・喜多院周辺地区都市景観形成地域 

事 業 概 要 

伝統的建造物群保存地区を除く重点区域内の都市景観形成地域にお

いて、建築物や看板等の新築行為等に対する修景補助を実施し、歴史

的町並みや文化財の周辺環境の保全を図る。 

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

重点区域内において、伝統的建造物群保存地区における基準に準じ

た修景基準を設定し、修景補助を実施することにより、町並みの形成

に配慮した建築物や工作物の創意工夫を促し、景観阻害物件を排除す

ることで、「川越まつりにみる歴史的風致」「物資の集散と商業都市川

越にみる歴史的風致」「寺社門前の賑わいにみる歴史的風致」の維持向

上に寄与する。 

  

修景補助を実施した新築建物 
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事 業 名 ⑬伝統的建造物群保存地区内の景観補助事業 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）（平成 27年度～令

和６年度） 

市単独事業 

事 業 期 間 平成 23 年度～令和 12年度 

事 業 位 置 

川越市川越伝統的建造物群保存地区 

事 業 概 要 

 伝統的建造物群保存地区においては、川越市独自の伝統的建造物の

相似的形状に合わせる景観基準が設定され、市単独費による補助が実

施されてきたが、その補助に対して、平成 26 年度より社会資本整備総

合交付金（街なみ環境整備事業）を導入し、地区内住民の修景への動機

付けとなるよう、積極的に景観補助を進めている。 

 

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

 伝統的建造物群保存地区を構成する建築物の外観修景の機会を通し

て、まちづくりへの参画を促すとともに、一体的な町並みが形成され

ることにより、「川越まつりにみる歴史的風致」「物資の集散と商業都

市川越にみる歴史的風致」の維持向上に寄与する。 

  

景観基準による整備の事例 看板の事例 
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⑷歴史的風致の維持向上に資する活動への支援事業 

事 業 名 ⑭伝統的建造物群保存地区保存活動事業への補助事業 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 
市単独事業 

事 業 期 間 平成 23 年度～令和 12年度 

事 業 位 置 

川越市川越伝統的建造物群保存地区 

 

事 業 概 要 

 伝統的建造物群保存地区保存活動事業に寄与する団体に対して、町

並みの保存を目的として補助金を交付している。 

 なお、当該団体は、地区主導により組織され、主にまちづくりに関す

る一定のルールである「町づくり規範」に基づいて、地区内の個々の建

築行為への協議・助言を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

 伝統的建造物群保存地区における歴史的環境の保全を目的とした地

域の自主的な住民活動を支援することにより、「川越まつりにみる歴

史的風致」及び「物資の集散と商業都市川越にみる歴史的風致」の維持

向上に寄与する。 

  

「町づくり規範」 川越町並み委員会の様子 
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事 業 名 ⑮まちづくり支援事業 

事 業 主 体 川越市 

事 業 手 法 

(支援事業名) 

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）（令和３年度～令和

６年度） 

市単独事業 

事 業 期 間 令和３年度～令和 12 年度 

事 業 位 置 

・川越十ヵ町地区都市景観形成地域 

・喜多院周辺地区都市景観形成地域 

事 業 概 要 

重点区域内にある都市景観形成地域「川越十ヵ町地区」及び「喜多

院周辺地区」において、地域住民との協働で作成した都市景観形成基

準の運用におけるアドバイスを行う。また、地域住民の歴史まちづく

りへの継続的な参加と、歴史的風致の維持向上に必要な取組みの場と

しての活用に向け、「川越十ヵ町会専門委員会」及び「喜多院周辺地

区都市景観協議会」に対し、専門のアドバイザー派遣支援を行う。 

事業が歴史
的風致の維
持向上に寄
与する理由 

 地域住民が主体となり都市景観形成基準の運用を行うことで、歴史

的景観に対する意識の向上につながり、「川越まつりにみる歴史的風

致」「物資の集散と商業都市川越にみる歴史的」「寺社門前の賑わい

にみる歴史的風致」の維持向上に寄与する。 

 

都市景観協議会の様子 


